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Summary
The fundamental issue discussed in this article is one academic approach to define 
the English lesson in the Japanese university or college. To tackle this issue, this 
articles utilized the concepts of “Curriculum Development” (Nunan (1996), White 
(2005) and Richards (2007)) within the ELT (English Language Teaching). In addi-
tion, one tentative English lesson was designed based on these concepts and applied 
to a class of ‘Visual Media’ in NUAS. By focusing on results, it will be possible to 
say the concepts of Curriculum Development can be a helpful viewpoint to consider 
the standpoint or meaning of English lesson in the Japanese university or college.
1．はじめに
　2008年現在、少子化の時代の中で日本の多くの大学における諸課程は専門
化を深める道をたどり、その存在意義をより具体的で明確にする努力を重ね
ている。この流れに対する議論の必要性はあるとしても、大学内部で授業を
担当する教員にとって、自らの担当授業の存在意義をどのように位置づけ、
その意義を大学内部のみならず大学外部の人々にも提示していくかという論
点が、現実の上で考慮すべき課題の1つとなっていると言えよう。
　この論点をふまえ、本稿は特に大学における英語授業を題材にとり、英語
教育学における、Nunan（1996）、White（2005）、Richards（2006）らの提唱す
る“Curriculum Development”、つまり「英語授業カリキュラムの展開」の諸
概念を援用しながら、本学の映像メディア科における1クラスを対象に、“英
語による絵コンテ（Storyboard）を作成する”という1つの英語授業例を立案
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し、さらに、その授業の実践結果を考察したものである。
　大学における英語授業は、実社会へ学生たちを送り出す直前の時期という
視点からすれば、極めて重要な意味を含んでいる。では、英語教員はその意
義づけをどのように把握し、提示すべきだろうか。本稿が「大学での英語授
業」の意義づけ、あるいは、位置づけを探る議論の一助となれば幸いである。
2．英語授業の作成における諸論点
　本章では TEFL/TESLつまり日本で言う英語教育学における、“Curriculum 
Development”（英語授業カリキュラムの展開）の分野が持つ諸概念を概観し
ておく。その上で、第3章にて具体的な英語授業の作成例を論じる。
　まず、英語授業とは、英語教員の独断によって目的や内容が決められると
捉えられがちであるが、必ずしもそうではない。現在の英語教育学では、英
語授業のカリキュラムは、主に5つの段階を経るとされている。すなわち、
（1）Needs Analysis（ニーズ調査）、（2）Setting Objectives（授業目的の設定）、
（3）Setting Syllabus（シラバスの作成）、（4）Choice of Materials（授業材料の
選択）、（5）Evaluation（評価）、である。以下それぞれの概念について簡単に
説明する。
2.1 Needs Analysis ―ニーズの調査―
　まず、第1段階である Needs Analysisとは、文字通り英語授業に対するニー
ズの調査である。本来、この段階なくして英語授業の作成は極めて難しいと
言える。Richards（2006: 57）は、この調査対象として11の候補者を細分化し
て整理し、『学習者、保護者、省庁、政策立案者、大学学部長、教員、現在お
よび将来の雇用者…』などを調査対象に含めている。それぞれの候補者が、
英語授業に対する様々なニーズを抱えている事は十分に推測され得るが、大
規模なカリキュラムの作成ではなく、教員が個人的に担当授業の授業内容を
考える際、最も注目すべきは、まず学習者のニーズとなる。
　この Needs Analysisの中で何が問われるのだろうか？　Nunan（1996: 42）
は、特に学習者に対する8つの調査項目を挙げ、（1）現在の英語運用能力、（2）
年齢、（3）学習の履歴、（4）過去に履修した英語授業、（5）国籍、（6）婚姻
状況、（7）英語圏で過ごした時間、（8）過去・現在・将来の仕事、などを調
査すべき内容としている。これらの調査内容は質問用紙や面談などによって
知られ得るが、付記すべき点として、Nunan（1996: 6）は Needs Analysisが
該当する地域の第1言語で行われても良い点を挙げ、調査の過程で無駄な誤
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解を招くべきでない事を推奨している。（本稿の場合、第1言語は日本語とな
る。）
　また、Graves（2001: 180）は、Needs Analysisに学習者や関係者を含める事
による心理的効果を指摘している。すなわち、Needs Analysisへの参加は、授
業内容の設定に自分たちが関わっているとの意識を学習者や関係者たちに芽
生えさせ、授業への積極的な姿勢を強めるのである。
　まず、この最初の段階である Needs Analysisを経ることにより、次の段階
である授業の目的の設定が可能になるのである。
2.2 Setting Objectives ―目的の設定―
　次の第2段階は、授業目的の設定を行うプロセスである。この授業目的の設
定は、先の Needs Analysisにより得られた情報を基盤とするが、ニーズの調
査は非常に多くの情報を教員に与える事をふまえ、十分な考察や議論が尽く
されなければならない。また、Richards（2006: 112）の指摘のように英語授
業における目標の設定は、『科学的で客観的な試みではなく、主観的な判断』
である事を、教員は留意せねばならない。あらゆるニーズを満たす英語授業
の設定はできず、この授業目的の設定のプロセスに科学的な法則は無いとい
う事である。
　また Richardsは授業目標の具体性の重要性を論じ、「学習者は～を学ぶ」あ
るいは「学習者は～ができるようになる」といった形式の英語授業の目標設
定を述べている（Richards 2006: 123）。つまり英語授業の中で、どのような
英語表現や英単語を導入し、どのような場面設定を行い、学習者による習得
を目指すかという点が、授業目標として設定できるわけであるが、Nunanは、
この点に関して重要な示唆を提示している。
　Nunan（1996: 59）によれば、授業目標は、学習者中心の形のみならず教員
の側から見た形の設定もあり得るのであり、その場合は「教員は、～を教え
る」と言った形式の授業目標となる。つまり、Richardsと Nunanの両者の意
見をふまえるならば、英語の授業目標は、誰によって達成されるのかという
点が英語カリキュラムの作成や展開において重要な論点となると言えるだろ
う。学習者であろうか、それとも教員であろうか。この点は次段階における
シラバスの作成につながる。
2.3 Setting Syllabus ―シラバスの作成―
　第3段階ではシラバスを設定せねばならないが、ここで英語教育学におけ
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るシラバスとは、『語学カリキュラムの設定や指導における焦点と内容を与
える基礎となる要素』（Richards 2006: 152）であると定義され、単なる授業計
画とは異なる。言いかえれば、英語授業のシラバスとは、授業に取り入れる
べき英語表現や英単語、および授業中における具体的で詳細な教員の役割と
学習者の役割の設定を意味していると言える。
　具体例として、Richards（2006: 153）は、『文法中心、語い中心、言語機能
中心、状況中心、話題中心、教科書中心…』などの11種の英語授業シラバス
例を挙げ、教員と学習者の役割設定を論じている。しかし、この点に関して
White（2006: 44）は、英語授業のシラバスをめぐる大きな2つの視点を抽出
し、『学習の内容中心のシラバス』と『学習の経過（プロセス）中心のシラ
バス』の2つを論じている。言いかえるならば、前者は、授業の中で何が学
習されるべきか、という点に重きを置いており、英語教員や言語学者の主導
により進行するシラバスである。後者は、授業の中でどのように学習が進む
か、という点に重きを置いた学習者の視点が授業の進行の中心となるシラバ
スであると言える。
　現在の英語教育学においては、後者の学習プロセス重視―学習者中心の
視点（『The Learner-Centred Curriculum』（Nunan 1996））を重視した英語授業
が盛んに論じられているが、個々のシラバスの設定は、常に第1段階でのニー
ズ調査と第2段階で設定された授業目標に厳しく基づくべきであり、その論
点なくしてこの2種のシラバスの優劣を論じる事は避けられるべきである。
Nunan（1996）は、学習者の日常における英語会話の習得が授業目標である
場合は、後者の学習者中心のシラバスが有効であると主張しているが、すべ
ての英語授業が必ずしも学習者の日常英会話の習得が目的となるわけではな
く、英語授業のシラバス設定は、あくまでも教員の担当するクラスにおいて、
学習者を含めた英語授業のニーズの調査結果と授業が達成すべき目標に基づ
かねばならない事を教員は留意すべきであると言えよう。
2.4 Choice of Materials ―授業材料の選択―
　第3段階におけるシラバスの設定が終了すれば、既に英語授業の原型を見
ることができる。実際の授業実践に入る前に教員が経るべき最後の段階は、
Materials、つまり授業で扱う材料の選択である。
　授業材料について、Richards（2006: 252）は『本物の（“authentic”）材料』
と『生成された（“created”）材料』の2種を挙げている。前者は英語教育のた
めに作られた材料ではなく、日常生活の中で実際に使われている英語にかか
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わる言語資料であり、雑誌、小説、歌、映画、広告、テレビ番組などを含む。
後者は英語授業で使用される事を最初から目的として作成された言語資料で
あり、一般に出版されている英語テキストは、ほぼこれに相当する。
　教員が authentic、つまり本物の材料を選択する場合、Nunan（1996: 105）
は『純粋な学習者によるコミュニケーションを促す事』を指摘し、単に材料
の質のみならず、教室内の学習者の経験そのものも、日常生活に近い「本物
の」経験に近づけていくべきであると示唆している。授業における材料の選
択において、重要な視点であると言えよう。
2.5 Evaluation ―授業の評価―
　以上の4つの段階を経た後、教員は実際の英語授業に入る事ができる。す
なわち実践（Implementation）が始まるのであるが、この時点においては、
Evaluationつまり授業の評価が不可欠となる。Richards（2006: 288-293）は、
『Summative evaluation（総合的評価）、Formative evaluation（形成的評価）、
Illuminative evaluation（啓発的評価）』の、3種類の授業評価の手法を挙げて
いる。
　まず、Summative evaluationとは、先に設定した授業目的の達成に直接的に
関わっており、授業あるいはカリキュラムが始まる前の情報と、授業やカリ
キュラムが終了した後との情報を比較、検証する事により、どの程度授業目
的が達成されたかを評価する手法である。いわゆるペーパーテストや面接に
よるテストなどが使用される。ただ、この評価手法では、授業中、あるいはカ
リキュラムが続行中の授業の様子は解明不可能である。この点を埋める評価
が Formative evaluationであり、授業中の学習者の発言やふるまい、Syllabus（授
業シラバス）の展開における時間配分の適切さ、などの授業中やカリキュラ
ムの実践中における情報を評価する手法である。この評価手法では、教員に
よる観察や記録、学習者による授業への感想などが使用される。Illuminative 
evaluationとは、授業目的から離れた、それ以外の授業の諸要素を評価する手
法であり、学習者の持つ文化的背景や教員と学習者の間の関係、学習者の好
む学習手法、などを、教員の観察や授業内外での対話を通して評価する。
　このようにしてみると、授業評価は最終段階として位置づけられているよ
うに見えるが、そこから得られる情報は、実際には Needs Analysisから始まる
授業目標の設定やシラバスの種類の選択、使用した授業材料などの、すべて
の段階を評価の対象としていくのである。つまり、この授業評価を行い、得
られた情報を吟味、議論する事により、教員は次の英語授業や次のカリキュ
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ラムの展開につながる手掛かりを得るのみならず、自らの英語授業に対する
視点を変えていく機会を持つ事ができるのである（Rea-Dickens and Germane 
2001）。
　本章では、英語授業における Curriculum Developmentの諸概念を簡単に概
観した。この諸概念は具体的に、どのように適用され得るのだろうか？　次
章では本学の英語クラスの一つを例にとり、実際の英語授業例の作成を議論
したい。
3．英語授業の作成例
　この第3章では、実際の英語授業例の作成が議論の対象である。まず、研究
の状況を述べておく。
　研究対象となったクラスは、名古屋学芸大学メディア造形学部、映像メディ
ア学科専攻2年生の英語授業である。授業名は「総合英語Ⅱ」であり、人数は
37名であった。このうち2年生は27名であり、このクラスでは3名の4年生と7
名の3年生による10名の再履修生が履修していた。27名が男性であり、10名が
女性であった。また、このクラスの履修者編成は英語の技能レベルに応じた
物ではなく、50音順による名簿編成により割り当てられた履修者であった。
　履修者たちの英語科目の学習歴は、中学・高校における6年間の英語授業
と、1年生時における「英語コミュニケーション」の授業および2年生時にお
ける「総合英語」の授業があるが、これらの授業内容は非常に多岐にわたっ
た。本稿における研究の調査期間は、2006年12月22日から、2007年1月26日の
4回の授業であり、研究の担当者は担当教員本人、つまり本稿の執筆者であっ
た。教員の教育歴は研究開始当時、2年間と6カ月であった。
3.1 Needs Analysis
　英語カリキュラム作成の第1段階である Needs Analysisでは、2章1節で述
べたように、（1）現在の英語運用能力、（2）年齢、（3）学習の履歴、（4）過
去に履修した英語授業、（5）国籍、（6）婚姻状況、（7）英語圏で過ごした時
間、（8）過去・現在・将来の仕事などの調査が必要であるが、（2）（3）（5）
（6）（7）などの項目は、筆者の既に知る所であったため省略した。（4）の過
去に履修した英語授業は、あまりに多岐にわたっていたため、クラス全体の
傾向として影響力が、抽出できなかった。よって、（1）現在の英語運用能力、
（8）過去・現在・将来の仕事、の2点に絞り、学習者のニーズを調査した。（な
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お本研究は、大規模な学校全体に関わるカリキュラム作成ではなく、教員が
個人的に担当クラスを対象に行った極めて小規模な物であった。よって学習
者以外の候補者はニーズ調査の対象から省いた点をご了承いただきたい。）
　まず、研究当時の学習者の英語運用能力についての情報を集めるため、簡
単な課題を与えた。課題の内容は、学習者の間で2～3人のグループを作り、
パートナーを決め、お互いの人物紹介をクラスの前で発表しあうという物で
あった。紹介すべき項目を幾つか教員で設定し、さらに、それに応じた英語
表現をも与えた。今回の研究では、そのうちの一つである「この学校に来た
理由」に着目してみた。
　この項目は、“He/She came to this school, because…”という例文を与え、
because以下の内容は、学習者自らが英語文法や語彙の選択を行い、主語と述
語を兼ね備えた英文を作る設定となっていた。ゆえに選んだパートナーから
の情報を元に、学習者は自らの英語の運用能力を駆使して発表に向けて適切
なコミュニケーション能力を発揮する必要があるのである。発表の結果は以
下であった。
表3.1：学習者の英語運用能力の調査結果
意味が明確で文法的に正し
い英文。
意味は伝わるが様々な文法
的間違いを含む英文。
意味が分からない英文、あ
るいは空白。
12％ 70％ 18％
ここから、学習者の8割超が何らかの形で、自らの日常を英語によるコミュニ
ケーションによって表現する能力を持っていると言える一方で、残りの約2
割の学習者においては、ごく簡易な英文を用いた日常的な内容の表現にも苦
慮する段階である事が分かる。クラス全体の英語運用能力のレベルは、込み
入った内容ではなく初歩的な日常会話を学ぶ段階であると言えよう。
　では、過去・現在・将来の仕事に関する情報はどうなるであろうか？　研
究当時の学習者は大学在学中であり、正式な就職者はいなかったため、正確
な情報はつかめなかったが、2006年当時の卒業生に関しては、情報を得る事
ができた。2006年7月に発行された中西学園報“Napre”によれば、映像メディ
ア学科の2006年3月における卒業生の就職先は、以下であった。
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表3.2：映像メディア学科卒業生の業種別内定先上位5種（2006年3月）
映画および
番組製作 アニメ製作
Webおよび
コンテンツ企画
広告および
デザイン 放送
13.6％ 11.4％ 11.4％ 11.4％ 6.8％
（中西学園報“Napre”vol.60 2006: 48）
　上記の内容から、映画、テレビ番組、アニメなどの制作に携わる業種が最
も多い事がうかがえる。また、本稿における研究当時、学習者は既に CG、
フォト、デジタルサウンド、映画ビデオの4つの専門分野に分かれて学期間の
授業を受けており、写真を含めた大きな意味での映像を演出する能力に長け
ていると推測され得る状況であった。
　これらの内容をふまえて、授業の目的を設定する。
3.2 Setting Objectives
　前節では極めて簡素な形ながら映像メディアの1クラスの学習者に対して
Needs Analysisを行った。要点をまとめると以下のようになる。
（1） 学習者の全体的な英語運用能力は基礎的な段階にあり、まだ応用・発展
の必要な英語授業内容は設定しがたい状況である。
（2） これまで学習者が履修してきた英語授業の内容は多岐にわたり、全体的
な傾向を見出す事が難しい状況であった。
（3） 学習者の将来的な仕事は、映画、TV、アニメなどの映像関連の作成と演
出に関わる業種に傾いており、専門分野もそれに準じた内容であった。
　以上の3点をふまえ、以下の3点の授業目的（Objectives）を設定した。
目的1： 学習者は英語圏の映画や TVドラマなどの映像を通して、日常的で平
易な口語での英語表現への理解を深めるようになる事。
目的2： 英語の日常的で平易な表現を、自らの日常の映像を結びつけて表現で
きるようになる事。
目的3： 自ら表現するのみならず他者の表現した平易な英語による日常の風景
を理解できるようになる事。
　最初の目的は、学習者の現在の専攻分野への考慮のみならず英語運用能力
をも考慮し、文語（Written English）ではなく口語（Spoken English）の、さ
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らに平易な英語表現のみを扱う事とした。2つ目と3つ目の目的は、学生の将
来の職や専攻分野との関連性を強く持たせた物である。単に英語表現を学習
するのみならず、自ら学習した内容を使用し、さらに絵や写真といった映像
と絡めて表現し、授業の中で発表させる機会を与え、このクラスにおける英
語授業での、学習者自身の Authentic（本物さ）な経験を追及した結果設定さ
れた授業目的である。
　これらの目的を達成するため、「英語による映画や TVドラマを用いた英語
表現の学習」と、それに加えて「学習者による英語による絵コンテの制作と
発表」を授業例として作成する事にした。次節にて詳細を説明する。
3.3  Setting Syllabus and Choice of Materials　 
―シラバスと授業材料の設定―
　今回の授業例では、学習者による参加が不可欠であるため、特に『学習の
プロセス中心』のシラバス、つまり授業の中でどのように学習が進むか、と
いう点に重きを置いた学習者の視点を中心にしたシラバスを選択する事とし
た。前章で論じた学習者の将来の仕事内容は、基本的に学習者自身の創造性
を問う場面を多く含むと推測されたためである。ゆえに、教員は様々な日常
の英語表現を、映像を通して紹介しつつも、それらの表現を学習者自身がど
のように使用するか、という点に関してはそれぞれの学習者の視点を尊重す
る授業形式を取った。
　授業材料としては、英語教授用のテキストを選択せず、一般鑑賞用に作成
された映画やTVドラマを英語で視聴する事とした。ただし、無意味に見るの
ではなく、教員は授業で使用すべき場面を簡易な英会話の場面に限定した。
さらに、それぞれの場面を5分ほどに短く区切って授業で使用し、該当する部
分の英語での台本を学習者に配布し、視聴させた。さらに、この英語台本の
中で、日常の中で頻繁に使用され、さらに理解しやすい英語表現に関しては
「重要表現である」として、教員が空欄にしておき、学習者が聞き取って記入
する事とした。そのプロセスにおいては学習者間の相互補助を認めた。空欄
に該当する表現は、視聴後に教員が黒板を使用して説明し、解説を行った。
　2006年12月22日から、2007年1月26日にわたる4回の授業のうち、2回はこの
ような映画および TVドラマを用いた英語表現の学習を行った。使用された
材料は、「となりのトトロ（英語版）」、「魔女の宅急便（英語版）」、「美女と野
獣」、「フルハウス」など、映像メディア科の学生にとってなじみの深い物を
選んだ。
96
　残り2回の授業のうち、1回は教員が絵コンテ用紙を配布し、学習した英語
表現を使って、自らの日常を絵もしくは写真と共に表現する課題を説明し、
学習者による実際の制作に当てられた。ここで使用された絵コンテ用紙と
は、以下の形式である。
図3.1：授業で使用された絵コンテ用紙の一部
カット セリフ（英語） BGM
　実際に授業で使用された用紙では、A4の片面に5つのコマ割りが成されて
おり、ここでは2コマのみを例として挙げた。また、それぞれの場面で、もし
希望があればBGMを付けても良い事とした。作成は2006年1月19日の授業中
に、英語セリフの展開を完成させる事を基本とし、次週の1月26日までの間に
絵あるいは写真の完成を行う事とした。
　英語絵コンテに対する評価であるが、この点に関しては、1つの工夫を行っ
た。英語絵コンテの作成の前、教員が最初に「教員による評価のみならず、
学習者全員で互いの絵コンテを見て回り評価する」という点を告知した。具
体的には、4週目では学習者の制作した英語による絵コンテを机上に置き、以
下のような評価用紙を学習者に与え、それぞれの絵コンテに対する理解度に
関して、学習者自身に記入させる事とした。
図3.2：学習者自身による評価用紙の図
Name Leave your impression. “How do you understand the story?”
Takeshi
Humika
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　実際に使用された評価用紙では37名分の記入欄があり、ここに挙げた物は
その一部である。この学習者自身による評価は本稿における英語授業シラバ
スの中で重要な位置を占める。つまり、単に教員が評価するのみならず、学
習者自身が評価に参加する形を取る事で、他者に理解してもらえる事を念頭
に英語表現を使用する視点を促す意味を持たせる事が可能となるのである。
仲間に理解してもらうためには、英語の正しい文法、語法、語彙、単語のつ
づりなどに注意せざるを得ない。この点を期待し、英語絵コンテに対するこ
のような評価形式をとった。次章では、この授業の実践と結果の考察を議論
したい。
4．実践と結果の考察
　本章では、第3章で作成された英語授業の実践を、教員による観察と提出さ
れた課題物、および、学生自身による感想から考察し、授業目標の達成の程
度を論じてみたい。まず、1月26日、つまり4回目の授業で英語絵コンテを提
出できた学生は、34名であった。37名中、残り3名は提出できなかった。（学
生の作成した英語絵コンテの諸例の幾つかは、本稿末尾の付録に添付してお
いた。ご参照いただきたい。）
4.1 目的1の達成度
　目的1は「学習者は英語圏の映画や TVドラマなどの映像を通して、日常的で
平易な口語での英語表現への理解を深めるようになる事」を内容としていた。
　この目的の達成度に関して、まず教員の観察においては、欠席者を除いて
ほぼ全員が映像を用いた日常英語表現の学習に積極的に取り組んでいた。毎
回の授業後、これらの授業内容に関して学生からの感想（日本語）を回収し
たが、「直接英文の内容が分からなくても、状況やしぐさで雰囲気が分かり、
逆にそこから英文の意味が分かったりもしたので面白かったです。」「簡単な
単語表現で日常会話はいけるんだなぁ!!!と自信をつけました。」「私的に、も
う少し映画の授業時間を増やしてほしいです。」などの肯定的な評価が全体を
占め、否定的な感想は見られなかった。
　また4回目の授業で提出された課題は、3名の欠席があったため、34であっ
た。これらの中では、授業で紹介された重要な英語の日常表現を使用する事
を義務としていたが、教員が「状況、文意に合わない使い方をしているケー
ス」を審査してみたところ、そのケースは見られなかった。ゆえに、34／37
より、約92％の割合でこの目標は達成されたと言える。
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4.2 目的2の達成度
　目的2は「英語の日常的で平易な表現を、自らの日常の映像を結びつけて使
用できるようになる事」を内容としていた。37名中、34名の成功例を見たた
め、この目標も、約92％の割合で達成されたと言える。
4.3 目的3の達成度
　目的3は、「自ら使用するのみならず他者の表現した平易な英語による日常
の風景を理解できるようになる事」を目的としていた。これは、4回目の授業
で学生達が、クラスのメンバーの英語絵コンテに関して残した評価より判断
できる。実際に提出した34名は、自分の英語絵コンテには何の感想も残さな
い事とした。ゆえに、評価用紙の回収後、（34×33＝）1122の評価のコメント
を教員は得る事ができた。
　これらの評価のコメントから、「分からない」「内容が理解できない」と言っ
た、理解度の低さを示す内容を教員が検索してみたところ、35であった。ゆ
えに、35÷1122より、全体の英語絵コンテに対する学習者の理解の中で、約
3％は、不十分であったと言える。ゆえに、目的3は97％の割合で達成された
と結論づけられよう。
5．将来の課題
　本稿で論じた英語授業例の3つの目標は、実践において、おおむね達成され
たという結論付けを行い、学習者自身の英語授業に対する動機の高まりを確
認できたと言っても差支えないように思う。しかし幾つかの課題が残った。
　1つは、学習者中心のシラバスに対する、当クラスの反応である。全体の意
見として、今回の英語授業シラバスを好意的に捉える学習者が多かったが、2
名の学習者から、授業形式に対する疑問が提出され、教員がもっと強い主導
権を握り、授業をコントロールすべきであるという意見が、学習者の側から
あった。教員中心のシラバスかと学習者中心のシラバスの間で、それぞれの
クラスにおける均衡を保つ事が課題として残ったと言えよう。
　2つめの課題としては、正しい英語文法や語いの使用に関する物である。今
回の授業目的としては、これらの点に重きをおかなかったが、教員の視点か
らすれば、提出された課題物には細かな英語文法の誤解や誤用が多く見られ
た。本来のクラス編成が、学習者の英語運用能力の段階に沿ったものではな
かった事もあるが、文法への意識を学習者の中でどのように高めていくかと
いう点も、将来の課題として残った。
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6．おわりに
　本稿における第2章では、英語授業の作成と展開のプロセスを簡単に概観
し、続く第3章では具体的な英語授業を設定しながら、第4章と第5章では授
業実践と結果を考察した。今回の英語授業例における授業目標の達成度を成
功とするならば、それはニーズ調査で得られた情報に多くを負っている。特
に、映像メディア科の卒業生たちの主な就職先、あるいは学習者の専攻内容
に関する情報が無ければ、「英語による絵コンテの作成」という授業内容を案
出する事はできなかったと言っても過言ではないだろう。
　つまり、本稿の冒頭で述べた「大学での英語授業の意義は何か？」という
論点に対して、「学生の専攻内容や将来において就くであろう職の内容を含
めた英語授業を行う」という視点が可能性を持つ選択肢としてあり得るであ
ろう。ただし、本稿で扱った英語授業例が、他の英語クラスにおいても効果
的であるという保証はない。
　これまでの議論から推察されるように、本来の英語授業は、個々のクラス
におけるニーズによって、その内容が変化し得るのであり、どのクラスにも
通用する完璧な英語教授法は存在しない。Richardsと Rodgers（2005: 250）が
主張するように、『英語教員は様々な授業形式や教授法を、自らの判断と経験
に基づき、柔軟かつ創造的に使用できるようになる必要がある』という事で
あり、特定の授業形式や教授法に固執すべきでないという示唆が得られるで
あろう。
　しかし、この視点は多くの授業を抱える英語教員にとって、授業準備や授
業の展開において非常に大きな負担を強いる事は否定できず、現実における
実践においては課題を含んでいる。
　ただ、本稿の冒頭で述べたように、専門性を深める大学のあり方の中で、英
語授業の意義や位置づけを何らかの形で明確にしておく必要を鑑みれば、本
稿で論じた英語カリキュラムの設定や展開の視点が一助となるはずである。
英語授業におけるCurriculum Developmentがそのまま実践できないとしても、
Needs Analysis（ニーズ調査）から始まる諸段階の、何らかの視点を応用する
事で、英語授業の存在意義を検討する補助となれば、単に英語授業の効果を
論じるのみならず、現在の日本における大学経営をめぐる議論においても、
意味ある論点となると信ずるものである。
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付録1：実際に授業で使用された絵コンテ用紙（実際はA4で裏表印刷）
102
付録2：学習者の作成した英語による絵コンテの諸例
（実際はある程度の長さを持つストーリーのため、一部のみ掲載）
例1：手書きによる絵コンテ（女の子に話しかけたい男の子2人の図）
103
映像メディア学科における英語授業例■
例2：自宅のペットである飼い犬の写真をめぐる会話
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例3：飲み屋での日常会話の例
